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NYCマ ラノンを走つてきました。

11月 1日 (日)、大会当日午前2時、今年は丁度ナマータイムが切り換わる日と重なり時

計を1時間遅らせることに、その分何となく気分が楽になつて前日はぐつすり眠れた。

日覚めれば外は雨。天気予報では晴れてくるとはいうものの百円カッパを若てホテルを5

時出発。今年からアーツースター トも一般もパスは同じとのことで、かなり早い時間のマ

ンハッタン出立となり、パスがスター ト地点に到着したのは7時前、スター トの 10時 2

0分 までにはまだ3時間半もある。雨は止まず肌寒い。

今回は0さ ん (視党障害30代 男性、初レース)の伴走、私と現地在住の伴走者 Sさ ん (3

0代男性)と 3人 でチームを組んで走ります。スター ト地点にはアキレス専用テントが般

けられていて雨風がしのげるだけでも助かるじ専用の障害者 トイレがいくつも設置されて

いて長い列に並ばないだけでも有り難い。テントの中には,― ヒー、マフィン、ベーグル

等がふんだんに用意されていて自由に食六られる。

9時過ぎには荷物を預けなければならない。スター ト地点は海辺なので風が強く冷たくつ

らい。沢山脱ぎ捨ててある衣類の山から現地伴た者の方が次々と拾ってきてくれ急逮それ

をかぶつたりして黎さをしのぐ。そうこうしている内に雨も上がり気温も上がつてきて走

るには丁度いい。一般のスター トは、9時 40分 、 10時 、 10時 20分 と、3プ ロック

に分かれてのウェープスター ト、私連は10時 20分 スター トで最後の札 さあスター ト、

これが以外にスムーズに人がばらけた。 2キ ロ以上もある長い橋は風がもろに当たリゼッ

ケンがプルプルと音を立てるほど強い。最初半袖で走ろうとしていたのが風が余り強いの

で下に落いウィンドブレーカーを若たのが正解だつた。橋を抜けてブルックリンに入ると

風はなく秘やかなマラソン日よりという感じになった。

名前を大きくをいたゼックンを3人共胸と背中につけて沿道にアピールする作戦。沿道か

ら大きな声で名前を呼んでくれる、その度にTllank yOulと手を挙げて応える。又世界中の

アキレスランナーが同じTシ ャンを着て走るので、私達には 「キリーJと開こえるのだが、

G6れ h脱 0(ア キレス頑張れ)の 声援は大きくとされない。給水は2マイル毎に水とゲー

タレー ドで食べ物はないが沿道から子供達がキャンディー、ヌガー、チョコ等を差し出し

てくれる。が、私は手を出さない。過去何回も空腹に負けて食べた結果がいつも後悔 ・・・

甘すぎるのだ。キロ7分 10く らいで走ろうとSさ んがCPSで lK毎 のタイムをチェック

しいい感じで走っているのだが、初レース、ものない応援、名前まで呼ばれる。・・とな

れば0さ んもハイテンションになるというもの、時々ピュ～っと早くなつてしまう。

暫くするとアーリースター トした仲間の Hさ んチームに会う。Hさ んは交通事故で草補子

生活なのだがその日常使う車綺子で動く方の足で地面をけつて進んでいるのだ、 10時 間

以内を目指すという。ハーフ付近では今回応援参加の Mさ んがヨースまで飛び出して声援

してくれ、その後 Hさ んチームと合流して残り半分のコースを一緒に歩いたという。NTC

マラソンはそんなことも出来てしまうのですね。ファーストアペニューに入つて耳が浦く
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さんは女性の視党障害者で75歳 、NYCマ ラノン

は気迫さえ感じ、現地在住の伴走者が沿道に向か
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ファース トアベニューを北上してブヨンクスヘ、この辺りが脳分変わつたと思 う。初めて

来た86年 (菊地さん、五十嵐さん、坂井さんとご一緒の時)は ′`一レムヘ入ると窓や ド

アが娘れたままのビルがあって殺伐とした感じだつたのが、現在は高層の公営住宅が建ち

並びこざっぱりしていた。長蛇の列だつた トイレもここまで来ると並んでいない、3人共

同じように我慢をしていた様で同時に 「トイレ!Jと せっぱ語まって言つたのがおかしか

った。0さ んは35【 過ぎる頃からいよいよ辛くなってきたようだ。初めてのレースなの

でとにかく歩かないでゴールさせたい、ペースを落として走ろう。再びマンハッタンに入

ると和太餃の演奏、強か毎年同じ場所で応援してくれ夕る大集団なのだ、力をもらう有り難

い。

セントラクレパークに入つてからはアップダウンが続く。40キ ロを過ぎていよいよ 0さ ん

は辛くなつてきた。立ち止まってス トレンチをする、暫く走りXス トレッチ ・・とゴータレ

まで7回線り返すことになるのだが 「歩かない !J。ゴール近くなって更に声援は大きくな

リゴールのアナウンスが聞こえてくるが、0さ んはゴールまで400メ ー トル、 100メ
ー トルでもス トレッチ、私は必死で太股をさする、 100メ ー トルで立ち止まリス トレン

チを始めた時は近くの人選が声を描えて名前を呼んでくれ、何やらそれが献の様に大きな

芦となつてくる、私もウルンとしながら3人 で手をつないでのゴールとなりました。ゴー

ル後 0さ んは肩を貸さないと歩けないほど、そして放心状態。メタルをかけてもらい、防

寒用のシー トをもらい、食料をもらい、時間をかけてアキレスのプースヘ。幸かつたけれ

ど走りきつた警びがおそつてくるのか 0さ んは 「歩かなくて良かつた～J「良く演張つた」

と独り督の様に繰り返し締子にすわつても放心状態。ホテルヘ帰る道すがら 「僕は今日の

ことは一生忘れない」と繰り返す。 5時 間 16分 、いい走りだった。

初レースを大手にしてあげたかつた。そんな 0さ んを伴走出来て私も大きな感動をもらつ

たし一人で走るより喜びも倍なのを実感している。又繁晴らしい思い出が出来ました。人

を褒める文化、NYは 魅力的な街、元気にしてくれる街、又すぐにでも行きたいそんなとこ

ろ。 1週 間が経った今もあの感動を反観しながらとてもいい気分で過ごしています。

Thank you,New York!


